
高専数学ｅラーニング　問題解説

［コース ID：51］ 微分積分 I

51.6 指数関数の導関数

51.6.1 指数関数の導関数

問題 001（バリエーション No.1）

関数 f(x) = e−2x の導関数 f ′(x) を表す式として正しいものを以下から選び, その番号を

ア へマークせよ.

0 e−2x

1 2e−2x

2 −2e−2x

3 −e−2x

4 −e2x

5 −2e2x

合成関数の微分法 {f(g(x))}′ = f ′(g(x)) · g′(x)を用いると

(e−2x)′ = e−2x(−2x)′ = −2e−2x

【答】 2

問題 001（バリエーション No.31）

関数 f(x) = 2xの導関数 f ′(x)を表す式として正しいものを以下から選び, その番号を ア

へマークせよ.

0 2x

1 2x log x

2 2x log 2

3 ex log x

4 2x log x

5 ex log 2

定数 a > 0 (a ̸= 1)に対し

(ax)′ = ax log a

であるから (2x)′ = 2x log 2である.

【答】 2
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問題 003（バリエーション No.1）

関数 f(x) = xe2x の導関数 f ′(x)は

f ′(x) =
(

ア x+ イ
)
e ウ x

である.

合成関数の微分法を用いて

(xe2x)′ = (x)′e2x + x(e2x)′ = e2x + 2xe2x = (2x+ 1)e2x

【答】 (2x + 1)e2x

問題 004（バリエーション No.1）

関数 f(x) = e4x sin 2xの導関数 f ′(x)は

f ′(x) = ア e イ x (
ウ sin 2x+ cos エ x

)
である.

合成関数の微分法をもちいて

(e4x sin 2x)′ = (e4x)′ sin 2x+ e4x(sin 2x)′

= 4e4x sin 2x+ 2e4x cos 2x

= 2e4x (2 sin 2x+ cos 2x)

【答】 2e4x (2 sin 2x + cos 2x)
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